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平成２７年３月

福島の高校生
チャレンジ !

「ふくしまから はじめよう。若者ふるさと再生支援事業」実施レポート





福島の高校生が取り組んだチャレンジについて
東日本大震災からの復興・再生は、福島県民が取り組む大きな課題であり、今後その主

役となるのは次代を担う若者です。
若者が本県の復興・再生に主体的かつ積極的に関わり、その姿を広く県内に伝える事に

より、若者の自立心や社会参画の意識を高めるとともに、若者による本県復興の加速化を
図ることを目的として、県では平成 25 年度〜 26 年度に「若者ふるさと再生支援事業」
を実施しました。

震災から 3 年が過ぎた平成 26 年夏から平成 27 年春にかけて、この事業を活用して、
福島県内 7 か所で 14 校の高校生が「自分・家族・地域のために、いま自分たちがやり
たいこと」をテーマに地域の復興・再生に向けたアイデアを話し合い、地域の人達と一緒
にそれを実践する活動を行いました。

本レポートは、高校生たちの取組の概要を写真とともに取りまとめた記録です。
本事業の実施にあたって、高校生の取組に御協力をいただいた多くの皆様に厚く御礼を

申し上げますとともに、本書が青少年の社会参画促進の一助となれば幸いです。

平成 27 年 3 月
福島県生活環境部 青少年・男女共生課長

「ふくしまから はじめよう。若者ふるさと再生支援事業」について
Ⅰ　事業目的

　若者が本県の復興・再生に主体的かつ積極的に関わり、その姿を広く県内に伝える事により、
若者自身の自立性や社会参画の意識を高めるとともに、若者による本県復興の加速化を図る。

Ⅱ　実施主体
福島県（県内 7 地域で実施し、事業の運営等は各地域で活動する団体に委託して行う。）

Ⅲ　事業内容
1　高校生ワークショップ（2 回〜 4 回）
（1） テーマ 	  「自分・家族・地域のために、いま自分たちがやりたいこと」
（2） 参加者	 ・ファシリテーター（受託団体が選定）

	 ・高校生　10 名程度（2 校× 5 名程度）
（3） 内　容	 ・自己紹介等のアイスブレイク

	 ・カード方式による、実践活動アイデアの企画・提案
	 ・話し合いによる意見集約→実践活動内容の決定
	 ・実践活動・準備の役割分担決定
	 ・実践活動までのスケジュール作成

2　取組の実践活動（例）
・地域の絆を強めるための取組（ふるさと交流活動、伝統行事の復活や伝統文化の継承など）
・風評払拭のための取組（復興イベントの開催、県内外への情報発信、県産品 PR など）
・若者の力の結集・ネットワークづくり（他の高校との合同ボランティアなど）

※ 行政、団体、企業、大学、研究機関、教育機関、福祉機関等との協働を含む。
Ⅳ　予算財源

・福島県東日本大震災子ども支援基金繰入金
・原子力災害等復興基金繰入金



県北地域 参加高校 ● 福島商業高等学校（６名） ・ 福島明成高等学校（５名）

ワークショップ

事 務 局 ● 社団法人 aichikara

● 第 1 回（平成26年7月9日）

● 第 2 回（平成26年9月4日）〜 第 3 回（平成26年10月17日）

内 容

内 容

結 果

結 果

“ 震災からの復興 ” をテーマに、高校生が「いま自分た
ちにできること」「いま自分たちがやりたいこと」につい
て意見を出し合い、どんな活動をするかを話し合いました。

第 1 回のワークショップで決まった県外での風評払拭
活動について、具体的にいつどこで何をやるかを話し合い
ました。

高校生から「福島から遠くなるほど、福島の情報が届い
ていない。」「福島の良さを自分たちがもっと伝えたい。」
との意見が出され、そのための活動を行うことになりまし
た。

全国から人が集まる東京都と、福島の情報が届きにくい
関西地区で、福島県産品の風評被害を払拭するため、福島
の農家や食品企業の安全・安心に向けた取組や想いを、高
校生の元気とともに消費者に伝えることにしました。

具体的には、福島の農産物と漬物を使った定食とりんご
を販売 PR することとなりました。



県
北
地
域

福
島
商
業
高
等
学
校 

・ 

福
島
明
成
高
等
学
校

実践活動

1 農家と食品企業の方からの聴き取り（平成26年12月5日）

2 県外での風評払拭活動に使用する PR パネルの作成（平成26年12月6日）

3 県外における風評払拭 PR 活動（平成26年12月22日、平成27年1月17日）

伊達市のりんご農家、本宮町の米農家、大玉村のきのこ農家、福島市
の漬物製造会社を高校生が訪問し、東日本大震災と原発事故の影響や、
安全・安心に向けた取組、生産物にかける想いなどについて、直接話を
伺いました。

農家や食品企業の方から聴き取りをした内容を基に、県外での風評払拭活動で使用する PR パネルを作成しました。

平 成 26 年 12 月 22 日 に
は東京都の「日本橋ふくしま館
MIDETTE」で、平成 27 年 1
月 17 日には、兵庫県神戸市で
開催された「ひょうご安全の日
のつどい」で、県産の米、漬物、
きのこを使った定食やりんごの
PR 販売を行い、県外の消費者
に直接福島の生産者の取組と想
いを伝えることができました。

フルーツ王国
ふくしまの

東日本大震災後の対策

■ 生産者紹介

齋
さい

藤
とう

栄
しげ

慶
よし

さん（福島県伊達市）
平成26年度福島県農業賞受賞

　福島の農産物は、放射性物質
の検査を何回も丁寧に行って、
安全性を確認しています。
　このことを、これからの信頼
につなげていきたいです！

果樹に付着した放射性物質を
大幅に減らすことに成功！

果樹の樹皮に付着している放射性物質を
平成23年12月から2か月かけて高圧洗浄機で洗い流したり、

粗皮を削ったりして落としました。

放射性物質は、そのほとんどが表土に留まるため
土をかき混ぜず、カリウム肥料を使い
根がセシウムを吸収しにくくしました。

福島県のモニタリング検査や、
生産者ごと畑ごとの放射性物質検査を

きめ細かく実施！

現在、齋藤さんのりんごは放射性物質が
検出限界値未満です!!

　りんご、もも、西
洋ナシを栽培してい
ます。
　品種もたくさんあ
るので、是非、様々
な品種を召し上がっ
ていただきたいです！

甘くて美味
しいりんご
だよ！

福島県立福島商業高等学校・福島県立福島明成高等学校

大変な
事は？

福島商業高校の高校生が齋藤さんからお話を
伺いました。

自分の畑だけでなく、地域全体で協力
して樹皮の洗浄や粗皮削りを行いました。

一本一本、そ
れぞれの樹に
あった手入れ
の仕方をする
事だよ。

数字では表せない、肉
質、甘み、酸味、果汁、
香り など、良いとこ
ろを引き出すことを目
標にしています！

消費者に伝えたいこと

り ん ご

東日本大震災後の影響

東日本大震災後の対策

■ 生産者紹介

株式会社べるうっど

代表取締役 鈴
すず

木
き

正
まさ

広
ひろ

さん（福島県大玉村）

　ヘルシーでミネラル豊富、だしキノ
コの異名を持つ黄金色の「たもぎ茸」。
　食物繊維が豊富で、メタボ対策にも
効果が期待されています。
　私が食べて健康になっています!!

福島県の放射性物質検査で、
培地ときのこの安全性をしっかり確認しています！

きのこは放射性物質の影響を受けやすい…

原発事故の発生…

生産者が実演販売を開始！

福島県立福島商業高等学校・福島県立福島明成高等学校

福島明成高校の高校生が鈴木さんからお話を伺
いました。

消費者に伝えたいこと

タモギタケってなあに??

きのこを栽培する
人が減少…（泣）売れない…

黄色い
コリコリ
だしキノコ！

天ぷらおいし
いよ！

この美味しさ
は、食べてみ
なきゃ分から
ない!!?

東日本大震災後の影響

東日本大震災後の対策

■ 生産者紹介

後
ご

藤
とう

清
せい

太
た

郎
ろう

さん（福島県本宮市）
平成26年度福島県農業賞受賞

　福島県産米は、全量全袋検査
を行い安全を確認した上で出荷
されています。
　福島米、う米！う米！を全国
に広めていきたいと思います！

① 水田を深く耕したり、上層の土と下層の土を入れ替えることで、
土の中の放射性セシウムの濃度を下げています。

② カリウム肥料を散布し、土の中のカリウム濃度を高めることで、
放射性セシウムを吸収しにくくしています。

その後、安全性が確認されても風評被害が止まらず、
福島の農産物が売れない状況が続いています…

福島県では、生産される全ての米について
全量全袋検査を行い、安全性を確認しています！

福島県立福島商業高等学校・福島県立福島明成高等学校

福島県の全量全袋検査の様子

福島明成高校の高校生が後藤さんからお話を伺いま
した。

消費者に伝えたいこと

福島米、う米
まい

！う米
まい

！

生産段階での対策

出荷段階での対策

米価格も低迷…

原発事故の発生…

■ 製造者紹介

森藤食品工業株式会社（福島県福島市）

製造販売部 森
もり

藤
とう

洋
ひろ

紀
き

さん

福島県立福島商業高等学校・福島県立福島明成高等学校

福島商業高校の高校生が森藤さんからお話を伺
いました。

福島りょうぜん漬

オススメは
「とうちゃん漬」
「かあちゃん漬」です！

学校給食にも使われ
ています！

漬物は２千年以上の
歴史があります！

発酵食品の漬物は、免
疫を作る腸の働きを助
ける究極の健康食品!?

　福島の加工食品は、素材・製
品の安全をしっかり確認した上
で、出荷しています。
　皆様に元気にＰＲしていきます！

消費者に伝えたいこと

東日本大震災の被害・影響・対策

パリパリの食感と最後まで上質
な味わいを目指しています！

全国に出向いて
販路を開拓

工場直営店で販売していたが、
震災後はお客さんが福島に来なくなり、

資金繰りが難しくなった…

復旧後の製造作業の様子

心を込めて
手作業で
漬けて
います。

震災直後の工場の様子



県中地域 参加高校 ● 郡山北工業高等学校（6 名）・あさか開成高等学校（8 名）

ワークショップ

事 務 局 ● 株式会社 ひまわりキャリアサービス

● 第 1 回（平成26年5月26日）

● 第 2 回（平成26年6月20日）〜 第 3 回（平成26年7月29日）

内 容

内 容

結 果

結 果

自分・家族・地域のために、いま自分たちがやりたいこ
と ” をテーマに、高校生がアイデアを出し合いました。

第 1 回のワークショップで出たアイデアの中から、高
校生がみんなでやりたいことを一つに絞り、具体的にいつ・
どこで・どんな活動を行うか、役割分担などを話し合いま
した。

高校生からは、自転車を使ったチャレンジや県産農林水
産物の風評払拭 PR など様々なアイデアが出され、次回の
ワークショップで実際にどんな活動をするか絞り込むこと
としました。

テレビ局のチャリティ・イベントで、福島の農産物の風
評払拭のための PR 活動と、消費者から農家へのメッセー
ジをもらって届けることが決まりました。



県
中
地
域

郡
山
北
工
業
高
等
学
校
・
あ
さ
か
開
成
高
等
学
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実践活動

1 果樹農家の収穫作業・加工作業の手伝い、PR 資材の作成（平成26年8月12日）

2 福島の農林水産物の放射性物質検査状況の見学（平成26年8月20日）

3 福島の農産物の風評払拭 PR 活動（平成26年8月30日〜31日）

須賀川市の果樹農家のところへ行き、桃の収穫作業や加工作業の手伝いをしながら、生産物
への想いについて、直接話を伺いました。

また、PR 活動に使用する看板やポップを作成しました。

福島県農業総合センターへ行って、福島の農林
水産物の放射性物質モニタリング検査の状況を見
学し、研究員の方から詳しく話を聴きました。

日本テレビ系列テレビ局のチャリティ・イベント「24 時間テレビ〜愛は地球を
救う」の郡山会場（ビッグパレットふくしま）で、福島の桃やりんごの加工品（コ
ンポート、ジャム）を PR 販売し、来場者から応援メッセージをもらって農家へ伝
えました。（売上金は番組のチャリティ募金に寄付しました）



県南地域 参加高校 ● 修明高等学校（8 名）・光南高等学校（6 名）

ワークショップ

事 務 局 ● アネシス学院株式会社

● 第 1 回（平成26年7月14日）　第 2 回（平成26年7月30日）　第 3 回（平成26年6月19日）

● 第 4 回（平成26年6月19日）

内 容

内 容

結 果

結 果

「自分・家族・地域のために、いま自分たちがやりたい
こと」をテーマに、高校生が意見を出し合い、どんな活動
をするかを話し合いました。

第 3 回までのワークショップで決まった県外での風評
払拭活動について、いつどこで何をやるかを話し合いまし
た。

高校生からは、「福島の情報が届きにくい県外で、風評
払拭のために活動したい」との意見が出され、そのための
活動を行うことになりました。

全国から人が集まる東京都で開催される「ふくしま大交
流フェア」に出展し、福島県内の高校が県内の農家や企業
とコラボレーションして開発した商品を販売し、福島の元
気を首都圏の消費者に伝えることにしました。



県
南
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域

修
明
高
等
学
校
・
光
南
高
等
学
校

実践活動

1 農家や商品開発高校からの聴き取りと PR 資材の作成（平成27年1月）

2 県外における風評払拭 PR 活動（平成27年1月12日）

棚倉町のブルーベリー生産者を高校生が訪問し、東日本大震災と原発事故の影響や、安全・
安心に向けた取組、生産物にかける想いなどについて、直接話を伺いました。

また、農家や企業と連携して商品を開発した高校の生徒に聴き取りを行い、それらを基に、
東京での風評払拭活動で使用する PR 資材を作成しました。

東京国際フォーラム（有楽町）で開催された「ふくしま
大交流フェア」に『TEAM ☆ふくっ子』としてブース出
展し、福島県内の高校が県内の農家や企業と共同開発した
商品を PR 販売して、福島の元気を発信しました。

 
 
 
 
 
   生産者紹介 

棚倉町ブルーベリー愛クラブ会長 

蛭 田
ひ る た

 良
りょう

昇
しょう

 さ ん (東 白 川 郡 棚 倉 町 )  

 

 

 

 

 

 

 

   東日本大震災後の影響 

 

 

 

 

 

 

修明高校の高校生が蛭田さんからお話を 

伺いました。 

 

   東日本大震災後の対策・取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立修明高等学校・福島県立光南高等学校 

全ての畑で、年２回のモニタリング

検査を町・県で行っています。 

棚倉町は放射能の影響もなく安全な

ものを安心して食べていただけます。 

消費者に伝えたいこと 

原発事故の発生 

●平成２３年３月以来、冷凍ブルーベリー販売の中止 

●全ブルーベリー５トン５０００キロを廃棄処分 

 
①ブルーベリーの剪定作業を強く行い、出来る限り木についている放射性物質を取り除いています。 

②新商品（果汁飲料）を開発し、新しい販路拡大に取り組んでいます。 

生産段階での対策 

福島県では、生産される全てのブルーベリーのモニタリング検査を行い、安全を確認しています！ 

出荷段階での対策 

修明高校では、ブル

ーベリーを使った

ジャムを製造して

います！ 

棚倉町ブルーベリー

のマスコット 

「あいちゃん」です！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

消費者に伝えたいこと 

学校で作っているお米です！ 

実習の時の服装指導、出入りの規制 
消毒の徹底などきちんとした 
場所で作っています( ^)o(^ ) 

 

 

 

■  生 産 者 紹 介  
  郡 山 商 業 高 等 学 校 と 手 作 り パ ン の 店 ウ ォ ル ト の コ ラ ボ 商 品  

 

 

 

 

消 費 者 に 伝 え た い こ と  
 
■  東 日 本 大 震 災 の 影 響  

パ ン 屋 さ ん ウ ォ ル ト は 、 震 災 を 機 に 、 リ ニ ュ ー ア ル を し た

そ う で す 。 そ し て 、 少 し で も 復 興 の 手 助 け に な れ ば と 、 郡

山 商 業 高 校 の ラ ス ク づ く り に 協 力 し た そ う で す 。  
 
■  工 夫 し て い る 点  

天 然 酵 母 で 北 海 道 と  
九 州 の ブ レ ン ド 小 麦 を  
使 っ て い ま す 。  
ラ ス ク だ か ら と 手 を 抜 か ず に 、  
メ ロ ン と イ チ ゴ の フ ル ー ツ 的 な  
香 り が 出 る よ う に 、  
風 味 を 工 夫 し ま し た 。  
ま た 、 色 を 付 け る の に  
着 色 料 を 利 用 し ま す が 、  
自 然 由 来 の も の を  
使 用 し て い る そ う で す 。  

 
     福 島 県 立 光 南 高 等 学 校 、 福 島 県 立 修 明 高 等 学 校  

一 パ ン 屋 さ ん だ け ど 、 子 供 た ち の 元 気 な 姿 が 見 れ る よ う に  

復 興 に 少 し で も 協 力 し た い と 思 っ て い ま す ！  

元気な「TEAM ☆ふくっ子」ブースにはたくさんの人
が立ち寄り、高校生たちの説明に熱心に耳を傾けてくれま
した。高校生は “ 今の福島を伝えることの ” 大切さを実感
していました。（売上金は日本赤十字社に寄付しました）



会津地域 参加高校 ● 喜多方桐桜高等学校（5 名）・耶麻農業高等学校（7 名）

ワークショップ

事 務 局 ● 特定非営利活動法人 まちづくり喜多方

● 第 1 回（平成26年6月16日）〜 第 2 回（平成26年7月16日）

● 実践活動打合せ（平成26年8月12日）

内 容

内 容

結 果

結 果

高校生が「地域のために、いま自分たちがやりたいこと」
についてアイデアを出し合い、意見を交換しました。

2回のワークショップで決まった“地域をPRする活動”
について、具体的にいつどこで何をやるかを話し合いまし
た。

高校生からは「自分たちの地域の特産品を PR して、地
域をもっと盛り上げたい。」との意見が出され、そのため
の活動を行うことになりました。

喜多方ラーメンやアスパラガスなどの特産野菜などを
もっと PR し、地域を盛り上げるため、喜多方市内で行わ
れる街なかイベントにブース出店し、市民や観光客にオリ
ジナルの喜多方ラーメンや特産野菜を使った食品を販売し、
味わってもらうこととしました。
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実践活動

1 地域の商店、飲食店などとのつながり

2 街なかイベントに出店し、地域の良さを PR（平成26年11月3日）

喜多方市内のラーメン店に協力してもらい、高校生が特産野菜を使ったオリジナル
の喜多方ラーメン商品を開発しました。

そして、高校生のアイデアである “ 流しラーメン ” の実験にも協力いただきました。
また、街なかイベントに出店するカフェで提供するコーヒーの淹れ方を、地元の喫

茶店店主に指導してもらいました。

喜多方市の街なかイベント「喜多方歩行者天国ふれあい通り」にカフェを出店し、
オリジナルの喜多方ラーメンや、授産施設と共同開発したアスパラガスのパン、コー
ヒーなどを販売し、地域を PR しました。

（売上金は広島土砂災害で被災された方への支援金として寄付しました。）



南会津地域 参加高校 ● 只見高等学校（4 名）・南会津高等学校（4 名）

ワークショップ

事 務 局 ● 特定非営利活動法人 寺子屋方丈舎

● 第 1 回（平成26年7月8日）

● 第 2 回（平成26年8月7日）〜 実践活動打合せ（平成26年10月6日）

内 容

内 容

結 果

結 果

高校生が「南会津地域の課題」と「地域のためにやりた
いこと」について、意見を出し合いました。

高校生が「地域のために、いま自分たちがやりたいこと」
についてアイデアを出し合い、いつ・どこで・何をやるか、
役割分担などを話し合いました。

高校生からは、地域の課題として「交通の便が悪い」「電
波がない」「商業施設や遊ぶところがない」「他地域との交
流が少ない」「空き家が多い」「若い人が出て行ってしまう」

「郷土料理を食べる・作る機会が少ない」などの意見が出
されました。

また、地域のためにやりたいこととして「もっと地元を
知る」「お年寄りに学ぶ」「除雪作業を手伝う」「特産品を
アピールする」「地域の情報を発信する」「帰ってきた若者
に奨励金を出すよう自治体に働きかける」「若者がイベン
トを企画・開催する」などの意見が出されました。

高校生は、地域の特産品をアピールして地域をもっと盛
り上げるため、地域の食材を使った「郷土料理コンテス
ト」を開催することに決め、そのための役割分担や作業ス
ケジュールを考えました。
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実践活動

1 「南会津郷土料理コンテスト」の作品募集と、只見町への協力依頼

2 「私たちの南会津郷土料理コンテスト」最終選考会・表彰式の開催（平成27年2月15日）

平成 26 年 12 月 12 日から、高校生が考えた「私たちの南会津郷土料理コンテスト」の作品募集を開始しました。コ
ンテストは会津食彩工房の山際博美氏と会津大学短期大学部の水尾和雅氏の監修で行われ、応募作品の書類選考を高校生
が行い、最終選考は只見町のイベント「只見ふるさとの雪まつり」会場で、来場者に試食審査をしてもらうことになりました。

高校生はコンテストの実施について、只見町の目黒町長を訪問して説明し、協力を依頼しました。

「只見ふるさとの雪まつり」会場で、コンテストの最終選考が高校生の運営で行
われました。高校生たちは、最終選考に残った 3 作品を、只見高校の調理室を借
りてカットし、雪まつり来場者に試食審査してもらい最優秀作品を決定しました。

その後、高校生の司会・進行で表彰式が行われ、今後入賞作品の商品化に向けて
働きかけていくことにしました。



相双地域 参加高校 ● 相馬高等学校（6 名）・相馬東高等学校（5 名）

ワークショップ

事 務 局 ● 特定非営利活動法人 市民公益活動パートナーズ

● 第 1 回（平成26年8月1日）〜 第 2 回（平成26年8月7日）

● 実践活動打合せ（平成26年8月30日、平成26年9月15日、平成26年10月4日）

内 容

内 容

結 果

結 果

高校生が「地域のために、いま自分たちがやりたいこと」
についてアイデアを出し合い、意見を交換しました。

2回のワークショップで決まった“地域をPRする活動”
について、具体的にいつどこでどのように実施するかを話
し合いました。

高校生からは、「相馬の良さをたくさんの人に知っても
らい、訪れてもらいたい」「海に関するイベントを開催し
たい」「街中に若者の居場所スペースをつくりたい」など
のアイデアが出され、最終的に、相馬に来て見て味わって
もらうため「想馬スタンプラリー」を行うことと、スマー
トフォンの通信アプリ LINE のご当地スタンプを作成する
ことに決めました。

「想馬スタンプラリー」のスタンプ設置スポットやコー
ス、賞品、及び LINE スタンプの作成について、役割分担
やスケジュールを話し合いました。



相
双
地
域

相
馬
高
等
学
校
・
相
馬
東
高
等
学
校

実践活動

1 相馬市や相馬商工会議所、民間団体などを訪問し相談（平成26年10月20日、11月3日、11月15日）

2 「想馬スタンプラリー」スタンプ設置店・施設への協力依頼（開催 PR 活動）（平成27年1月17日）

3「想馬スタンプラリー」の抽選会を行いました。

高校生が相馬市商工観光課、相馬市教育委員会、相馬商工会議所、和田観光苺組合、松川浦観光振興グループ加盟店
などを訪問し、「想馬スタンプラリー」の実施について相談しました。開催方法やスタンプ設置スポットの設定、設置協
力店・施設等への依頼の仕方などについて、アドバイスをもらいました。

スタンプラリー（H27.1.18 〜 2.15）の実施について、
スタンプ設置スポットの JR 相馬駅や観光いちご園、飲食
店などの施設を高校生が訪問し、スタンプと応募はがき付
きのパンフレットをお渡しして協力を依頼しました。

当選された方には、
観光いちご園の招待券
や相馬海の幸セット、
高校生がデザインした
切手や缶バッジなどの
賞品を発送しました。

（平成27年2月21日）



いわき地域 参加高校 ● 小名浜高等学校（5 名）・いわき海星高等学校（6 名）

ワークショップ

実践活動

事 務 局 ● 特定非営利活動法人 すだち

● 第 1 回（平成26年6月4日）〜 第 2 回（平成26年7月28日）

1 美化啓発資材（コットンの種）の採取・美化啓発チラシの作成（平成26年10月4日）

2 いわき市内の高校への参加呼びかけ

● 実践活動打合せ（平成26年8月12日）

内 容

内 容

結 果

結 果

高校生が「地域のために、いま自分たちがやりたいこと」
についてアイデアを出し合い、意見を交換しました。

2 回のワークショップで話し合った「地域を元気にして、
みんなが互いに協力し合って暮らせるまち」にするための
活動について、具体的にいつどこで何をやるかを話し合い
ました。

高校生からは、「いわき市で生活している市民、避難さ
れている方、復興事業に携わる方など、みんなが互いに協
力しながら気持ちよく暮らせるまちにしたい」「自分たち
ができるパフォーマンスで地域を元気にしたい」などの意
見が出され、そのための活動を行うことになりました。

いわき市内の東北コットンプロジェクト（紡績・衣服関
連の企業、団体が共同で綿栽培による震災復興を目指すプ
ロジェクト）の綿栽培地に行き、高校生が美化啓発用の配
布グッズにするためコットンの種を採取しました。

小名浜高校、いわき海星高校の生徒が、市内の他校にも
プロジェクトへの参加を呼びかけ、いわき総合高校と原発
災害からの避難でいわき明成大学にサテライト校を置いて
いる双葉高校の生徒がボランティアとして参加しました。

実践活動の内容として、いわき駅前で開催される「いわ
き街なかコンサート」に高校生も参加し、小名浜高校がフ
ラダンスで、いわき海星高校がじゃんがら念仏踊りでパ
フォーマンスを披露し、ステージを盛り上げることと、い
わき駅前を清掃し美化啓発を行うこと、が決まりました。
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3 いわき市への実施協力依頼（平成26年10月9日）

4 市民イベントへの参加 及び いわき駅前の美化啓発（平成26年10月18日）

高校生がいわき市役所を
訪問し、いわき市の清水敏
男市長に高校生の実践活動
について説明し、実施につ
いていわき市への協力を依
頼しました。

また、市長から高校生へ、
美化活動のための清掃用具
とごみ袋が貸与されました。

いわき駅前広場で開催された「いわき街なかコンサート」に高校生が参加し、小名浜高校がフラダンスを、いわき海星
高校がじゃんがら念仏踊りのパフォーマンスを披露し、ステージを盛り上げました。

そして、高校生が駅前を清掃し、いわき市民に自分たちで作った美化啓発のチラシとコットンと百日草（花言葉：絆・
復興）の種を配布しました。
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CHALLENGE

福島県 生活環境部 青少年・男女共生課


